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安
積
高
校
の
思
い
出

東
京
桑
野
会
副
会
長

東
京
桑
野
会
‐４０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

和

田

正

哉

（七
十
七
期
）

昨
年
９
月
に
母
校
は
、

創
立
１４０
周
年
を
迎
え
、
昨

年
６
月
に
、
東
京
桑
野
会

は
、
１４０
周
年
記
念
事
業
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
実
行

委
員
長
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
そ
の
大
役
を
引
き
受
け

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
早

一
年
が
た
ち
、
１５０
周
年
に
向
か
い
、
東

京
桑
野
会
は
、
活
性
化
の
為
に
、
色
々
と
改
革
を
行
う

べ
き
、
役
員
が
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
安
積
高
校
で
学
ん
だ
三
年
間
を
思
い
出
す
に
つ

れ
て
、
自
分
は
つ
く
づ
く
運
が
良
く
て
、
日
々
生
か
さ

れ
て
い
る
事
に
、
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
し
、
感

謝
し
て
生
き
て
お
り
ま
す
。

私
は
今
年
で

（１１
月
の
誕
生
日
）
８０
才
に
な
り
ま
す

が
、
元
気
で
、
現
役
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
健
康
に
は
、

気
を
遣

っ
て
お
り
、
特
に
歯
を
大
事
に
し
て
お
り
、
入

れ
歯
は

一
本
も
無
く
、
全
部
自
分
の
歯
で
、
毎
日
お
い

し
く
食
事
を
取

っ
て
お
り
ま
す
。

運
の
良
い
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ

に
、
三
年
の
時
の
担
任
の
青
木
義
孝
先
生

（英
語
）
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
先
生
は
、
私
共
を
卒
業
さ
せ

た
翌
年
、
福
島
女
子
高
の
英
語
の
先
生
と
御
結
婚
さ
れ

て
、
福
島
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
２６
才
頃
よ
り
、

お
盆
の
時
期
に
、
毎
年
先
生
の
自
宅
で
、
お
見
合
い
を

勧
め
て
く
れ
て
、
現
在
の
女
房
は
、
先
生
の
３
人
目
の

紹
介
で
知
り
合
い
、
結
婚
を
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
女

房
を
教
え
た
後
に
、
福
島
大
学
の
経
済
学
部
の
講
師
に

な
り
、
助
教
授
、
教
授
、
名
誉
教
授
を
歴
任
さ
れ
、
９１

才
の
現
在
も
お
元
気
で
す
。

三
年
前
に
７７
期
で
、
喜
寿
の
お
祝
い
を
郡
山
で
行
い
、

東
京
方
面
か
ら
も
１０
人
位
参
加
し
て
、
総
勢
４０
数
人
で

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。　
一
学
年
３００
名
だ

っ
た
同
期
が
５０

人
位
亡
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
に
山
田
広
君
が
い
ま
す
。
私
は
理
系
、
彼
は

文
系
だ

っ
た
の
で
す
が
、
三
年
の
時
に
彼
は
理
系
を
選

択
し
、
そ
の
為
に
私
と
は
、　
一
年
よ
り
三
年
迄
同
じ
ク

ラ
ス
と
な
り
、
家
で
も

一
緒
に
勉
強
す
る
友
達
で
し
た
。

そ
の
後
彼
は
、
外
交
官
上
級
試
験
を
受
け
て
、
見
事
ス

ト
レ
ー
ト
で
合
格
し
、
３５
才
で
、
ク
ウ

ェ
ー
ト
の
代
理

大
使
、
３９
才
の
時
に
外
務
省
の
初
代
原
子
力
課
長
、
４０

才
で
北
米

一
課
の
課
長
と
し
て
活
躍
し
、
こ
れ
か
ら
と

い
う
時
に
、
４２
才
で
肝
臓
ガ
ン
で
、
ア
ツ
と
い
う
間
に

亡
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
の
母
上
の
希
望
も
あ

り
、
身
内
に
入
れ
て
頂
き
彼
の
骨
も
拾
い
ま
し
た
。
２

０
２
５
年
現
在
、
ト
ラ
ン
プ
の
理
不
尽
な
関
税
政
策
等
、

国
際
情
勢
は
、
油
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
彼
も
生
き
て

い
れ
ば
、
日
本
の
外
交
政
策
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
た

で
あ
ろ
う
人
材
だ

っ
た
だ
け
に
、
彼
の
無
念
さ
、
く
や

し
さ
を
思
う
と
、
彼
の
分
も
長
生
き
し
て
、
少
し
で
も

社
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ヽ

二
年
前
千
葉
県
野
田
市
に
あ
る
、
宗
教
法
人

・
正
恵
　
５４

寺
の
要
請
を
受
け
、
明
治
天
皇
の
玄
孫
で
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
で
も
有
名
な
竹
田
恒
泰
氏
と
ご
縁
を
頂
き
、
日
本

で
最
初
の

「古
墳
式
樹
木
葬
」
を
含
め
４
０
０
０
坪
の

霊
園
を
今
年

（２
０
２
５
年
）
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

致
し
ま
し
た
。

野
田
市
役
所
、
環
境
保
全
課

（保
健
所
）
と
の
交
渉

は

（①
墓
地
埋
葬
法
、
②
都
市
計
画
法
、
③
建
築
基
準

法
、
④
農
地
法
、
⑤
そ
の
他
の
法
律
及
び
市
の
条
例
等
）

困
難
を
き
わ
め
ま
し
た
が
、
開
拓
者
精
神
を
持

っ
て
ね

ば
り
強
く
交
渉
し
、
無
事
経
営
許
可
証
が
取
れ
ま
し
た
。

古
墳
式
の
中
に
は
、
鳥
居
も
建
立
さ
れ
、
地
元
の
櫻
木

神
社

（平
安
時
代
よ
り
続
い
て
い
る
）
と
も
提
携
し
、

神

・
仏

一
体
の
霊
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
、

墓
地
の
購
入
者
は
、
神
式

。
仏
式
の
法
事
法
要
が
出
来

る
様
に
な
り
ま
し
た
。

母
校
で
の
三
年
間
は
、
良
い
恩
師
、
良
い
同
期
の
仲

間
に
も
恵
ま
れ
、
６０
年
以
上
た

っ
た
今
も
交
流
し
、
た

ま
に
は
会

っ
て
、
杯
を
く
み
か
わ
し
て
い
ま
す
。

今
で
も
４０
年
以
上
に
わ
た
り
愛
読
し
て
い
る
、
月
刊

紙

「知
致
」
に
は
、
人
生
の
困
難
な
時
に
、
助
け
ら
れ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
後
輩

の
諸
氏
に
は
、
現
在

の

Ｐ
Ｃ
及
び
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
等
日
進
月
歩
の
電
子
機
器
以

外
に
、
忙
し
い
あ
い
間
に
月
に

一
冊
位
は
、
自
分
の
人

生
の
為
に
な
る
本
を
読
む
事
を
強
く
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

実
効
す
れ
ば
必
ず
将
来
何
ら
か
の
形
で
役
に
立

つ
は
ず

で
す
。
安
積
高
校
１５０
周
年
に
迎
い
、
健
康
で
少
し
で
も

皆
様
の
お
役
に
た
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。


